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り
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催
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頑張ろう、　
　 東北。
頑張ろう、　
　 東北。

検 索新庄市



　
決
算
の
総
額
は
、前
年
度
に
比
べ
、歳

入
が
三・二
％
増
、歳
出
が
三・一％
増
と
な

り
ま
し
た
。地
方
交
付
税
や
臨
時
財
政

対
策
債
、国
補
正
予
算
に
よ
る
地
域
活

性
化
交
付
金
が
作
用
し
た
も
の
で
、こ
れ

ら
の
効
果
的
な
活
用
と
財
政
再
建
プ
ラ

ン
の
着
実
な
実
行
に
よ
り
、多
く
の
分
野

で
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、市
税
が
減
少
し
地
方
交

付
税
が
増
加
す
る
と
い
う
昨
年
度
と
同

様
の
状
況
と
な
り
、歳
出（
性
質
別
内

訳
）で
は
人
件
費
や
公
債
費
、補
助
費

等
、繰
出
金
が
減
少
し
、逆
に
扶
助
費
や

維
持
補
修
費
、積
立
金
が
大
幅
に
増
加

し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
結
果
、経
常
収
支

比
率（
財
政
の
弾
力
性
を
表
す
指
標
で
、

一
般
的
に
は
八
十
％
程
度
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
）は
、九
十
五
・
一
％

か
ら
九
十
一
・
六
％
へ
改
善
し
ま
し
た
。

　
二
十
一
年
度
の
決
算
は
、「
早
期
健

全
化
団
体
」か
ら
の
脱
却
に
つ
い
て
好

結
果
を
得
て
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

一般会計 歳入 総額

153億9,325万円
前年度比3.2％増

①諸収入
　7億9,045万円 5.1％
②分担金・負担金
　2億809万円 1.4％
③繰越金
　3億5,814万円 2.3％
④その他自主財源
　4億1,245万円 2.7％
⑤国庫支出金
　14億9,890万円 9.7％
⑥市債
　9億5,280万円 6.2％
⑦県支出金
　9億7,448万円 6.3％
⑧その他依存財源
　6億7,511万円 4.4％

地方税
43億6,978万円
　　　　28.4％依

存
財
源
60.1                           

％

自
主
財
源

                      39.9 

％

地方交付税
51億5,305万円

33.5％

①

②

③
④

⑤

⑥

⑦
⑧

決
算
報
告

平
成
二
十
二
年
度
決
算
が
、市
議
会
九
月
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
は
、実
際
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
・
支
出
が
あ
っ
た
か
を
ま
と
め
、予
算
の
使
い
方
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
二
年
度
は「
財
政
再
建
プ
ラ
ン
」の
継
続
的
な
実
行
に
よ
り
、財
政
健
全
化
の
判
断
指
標
に
お
い
て
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
大
き
な
効
果
が
表
れ
た
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度

特別会計・企業会計決算
区　　分 歳　入 歳　出

国民健康保険事業 41億6,905万円 39億6,683万円
交通災害共済事業 839万円 839万円
老人保健事業 179万円 0円
公共下水道事業 16億9,465万円 16億8,887万円
農業集落排水事業 7,783万円 7,783万円
営農飲雑用水事業 2,302万円 2,302万円
介護保険事業 28億8,329万円 28億3,148万円
後期高齢者医療事業 3億6,551万円 3億6,195万円

水道事業
収益的収支 10億9,370万円 10億1,141万円
資本的収支 6,688万円 4億2,990万円

市民１人あたりに
使われたお金
（一般会計歳出/人口）

386,862円
消防費 015,531円
商工費 021,592円
農林水産業費 022,462円
教育費 032,361円

衛生費 037,618円

土木費 043,502円

公債費 044,200円

総務費 050,439円

民生費 110,701円

その他 008,456円

市民1人あたりが
納めた市税
（市税 /人口）

112,661円
（23年3月31日現在38,787人）
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二
十
二
年
度
決
算
に
お
い
て
も「
財
政

再
建
プ
ラ
ン
」に
基
づ
く
、市
民
一
丸
と

な
っ
た
健
全
化
へ
の
努
力
が
功
を
奏
し

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

■
市
独
自
の
経
済
対
策
を
実
施

　
本
地
域
で
は
景
気
上
昇
の
実
感
に

乏
し
く
、雇
用
情
勢
な
ど
も
低
迷
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
緊
急
な
対
応

策
と
し
て
中
小
企
業
、個
人
事
業
者

等
へ
の
発
注
に
結
び
つ
く
即
効
的
な

経
済
力
ア
ッ
プ
緊
急
対
策
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。事
業
の
内
容
は
、リ
フ

ォ
ー
ム
商
品
券
発
行
事
業
費
補
助
や

施
設
、道
路
・
側
溝
な
ど
の
維
持
修
繕

に
対
す
る
財
政
措
置
で
、事
業
費
総
額

四
千
四
百
六
十
九
万
円
に
上
る
地
域
緊

急
経
済
対
策
と
な
り
ま
し
た
。

◎
財
政
課
財
政
運
営
室

☎
内
線
２
３
１

一般会計 歳出 総額

150億521万円
前年度比3.1％増

民生費
42億9,377万円

28.6％

公債費
17億1,438万円
11.4％

衛生費
14億5,907万円
9.7％

総務費
19億5,636万円

13.0％土木費
16億8,733万円

11.3％

教育費
12億5,517万円
8.4％

④

①

②

⑥
⑤③①農林水産業費

　8億7,125万円 5.8％
②商工費
　8億3,749万円
　5.6％
③消防費
　6億240万円
　4.0％
④議会費
　1億6,368万円
　1.1％
⑤労働費
　1億6,190万円
　1.1％
⑥災害復旧費
　241万円 0.0％

市債（借金）残高の推移　（単位：百万円）
１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

一般会計 21,287 20,235 19,068 17,944 16,902 15,882 15,118 14,653
下 水 道  9,826 9,520 9,203 8,928 8,704 8,539 8,311 8,204
水道事業 4,895 4,721 4,534 4,339 4,002 3,718 3,408 3,228
集落排水 911 876 836 794 752 712 654 617
営農飲雑 0 0 0 23 58 58 58 54
計 36,919 35,352 33,641 32,028 30,418 28,909 27,549 26,756

　地方公共団体の財政状況を測る指標「財政
健全化判断比率」（実質赤字比率、連結実質
赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の
４指標）について公表します（下表）。
「実質公債費比率」（３カ年平均）は、２年度前ま
では早期健全化基準値（２５％）を超えていまし
たが、今回は１９.８％とさらに改善し、また「将来
負担比率」についても１２９.７％と２５.２ポイント
改善しました。なお、公営企業財政の健全化指
標となる「資本不足比率」については、すべての
特別会計で資金不足額はありません。

財政健全化判断比率
区　分 実質赤字

比　　率
連結実質
赤字比率

実質公債
費 比 率

将来負担
比　　率

20年度 ― ― 25.9% 169.7%

21年度 ― ― 23.5% 154.9%

22年度 ― ― 19.8% 129.7%

早期健全化基準＊ 13.36% 18.36% 25.0% 350.0%

●「実質赤字比率」と「連結赤字比率」は、前年
度同様、すべての会計で黒字決算となったため
数値はありません。
＊「早期健全化基準」
基準値を超えると「早期健全化団体」となり、財
政健全化計画を策定し国に提出しなければなり
ません。

◆実質公債費比率
　自治体の収入（標準財政規模・税の一定額
と普通交付税額を合わせた金額）に対する借入
金返済額の割合を示す指標（３カ年平均）。一
般会計だけでなく、特別会計、一部事務組合、
借入金と同様の債務負担（将来にわたり負担を
決定したもの）を合わせた数値です。

◆将来負担比率
　実質公債費比率はその年度に支払った償還
金などで算出しますが、この比率は今後支払わ
なければならない借金残高などをもとに算出しま
す。全会計の借金残高、退職手当引当金、第
三セクターの債務などを分子とし、分母である標
準財政規模で割った数値です。

財政健全化判断比率の改善

営農飲雑

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000
（百万円）

下
水
道

一
般
会
計

水
道
事
業

集落排水

15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

0 5 10 15 20 25
（億円）

26億9,082万円（17.9％）

21億4,727万円（14.3％）

21億3,980万円（14.3％）

17億1,438万円（11.4％）

16億8,848万円（11.3％）

15億9,909万円（10.7％）

11億1,298万円（7.4％）

7億5,561万円（5.0％）

11億5,678万円（7.7％）

性質別歳出内訳

人 件 費

扶 助 費

補助費等

公 債 費

繰 出 金

物 件 費

投資的経費

維持補修費

そ の 他
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4

　収益的収支では、総収益が10億9,369万円で、前年度に比べ4,910万円（4.3％）の減少となりました。そ
の内訳は、給水収益、受託金等の営業収益が9億2,409万円、他会計補助金、加入金などの営業外収益が1
億6,960万円でした。
　一方、総費用が、10億1,141万円で前年度に比べ4,300万円（4.1％）の減少となりました。その内訳は、物
件費、受水費、人件費などの営業費用が8億6,235万円、企業債利息などの営業外費用が1億4,628万円、
過年度修正損の特別損失が278万円でした。この結果、総収益から総費用を差し引いた純利益は、8,228万
円となりました。
　資本的収支では、国庫補助金、出資金などの収入が6,688万円、建設改良費、企業債償還金などの支出が
4億2,989万円となり、収入不足額3億6,301万円については、過年度損益勘定留保資金、建設改良積立金
などで補てんしました。◎上下水道課業務・普及室 ☎23-6111

　歳出減の主な要因としては、平成11年12月、山形新幹線新庄延伸開業と同時にオープンし
た「ゆめりあ」の建設に伴う償還金（借入金返済）が2億2、845万円、団塊世代の職員退職な
どによる人件費が約1億円少なくなったことが挙げられます。
　その一方で、総務費において、市町村への分担金還付金等で3億1、638万円の大幅な増と
なったほか、衛生費において、「リサイクルプラザもがみ」や「もがみクリーンセンター」の施設の
設備改修等により、1、829万円の増となっています。
　最上広域市町村圏事務組合は、最上8市町村の住民の皆さんの生活に密着した、消防や、
ごみ・し尿処理などの業務を効率的に進めることを目的として設立された団体であり、今後も、事
務事業の円滑な推進と人件費や物件費（消耗品費や燃料費、光熱水費）などの経常経費の
削減に努めていきます。◎最上広域市町村圏事務組合 ☎22-2674

収益的収支（損益計算）
■総収益 １０億９，３６９万円

■総費用
　１０億1，141万円

■負債・資本
　152億2,597万円

■資　産
　152億2,597万円

繰延勘定
←5,524  

流動負債
←5,040  

資本的収支
■総支出 ４億2,989万円

費用

営業収益
92,409

営業外収益
16,960

営業外費用
14,628

営業費用
86,235

特別損失
278

純利益 8,228

開発費 1,307

企業債償還金
17,996

消費税資本的
収支調整額
1,188

建設改良
積立金
9,850

過年度損益
勘定留保資金
25,263

工事負担金
229

補助金 4,430
出資金 2,029

資本的収出
23,686

■総収入 6,688万円  ■収支不足額 3億6,301万円

貸借対照表の内訳 （平成23年3月31日現在　単位：万円）

不足額補てん

資本金 870,309 剰余金 647,248

固定資産 1,397,457 流動資産
119,616

収益

費用

支出

収入

（単位：万円、税抜き）

平
成
二
十
二
年
度
決
算
の
概
要

新
庄
市
水
道
事
業

最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
収
益
的
収
支（
損
益
計
算
）は
、８
、2
2
8
万
円
の
純
利
益

と
な
り
ま
し
た
。前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
と
合
わ
せ
2
億
8
、

1
4
9
万
円
の
内
1
億
1
、4
1
0
万
円
を
、企
業
債
償
還
や
建
設

改
良
の
た
め
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
10
月
定
例
会
で
、平
成
22
年
度
決
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。一
般
会
計
歳
入
総
額
37
億
5
3
1
万
円（
前
年
度
比
1
億
8
0
8
万
円

の
減
）、同
歳
出
総
額
36
億
4
、8
9
1
万
円（
対
前
年
度
比
1
億
8
2
7
万
円
の

減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

（償還金を含む）
かっこ内は対21年度増減

広域交流センター「ゆめりあ」管理運営費 ････････････････ 7,396万円（132万減）
エコプラザもがみ（ごみ焼却施設）管理運営費･････････････ 46,854万円（115万減）
リサイクルプラザもがみ（資源リサイクル施設）管理運営費 ･･･ 13,380万円（1,445万増）
もがみクリーンセンター（し尿処理施設）管理運営費 ････････ 19,716万円（1,320万増）
最上衛生事業所（し尿処理施設）管理運営費 ････････････ 5,511万円（681万減）
消防・救急業務費 ･･････････････････････････････････ 133,751万円（4,660万減）
教育研究センター管理運営費 ･････････････････････････ 3,360万円（152万減）
公債費（借入金返済）････････････････････････････････ 85,819万円（39,480万減）

一般会計の主な事業の平成22年度決算状況

4
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議会費・教育費
3,486万円
（1%）

一般会計歳出 36億4,891万円

公債費
8億5,819万円
（23%）

一般会計歳入 37億531万円

財産収入 13万円（0％）

繰越金 5,621万円（1％）

使用料及び手数料
1億661万円
（3％）

諸収入 4,003万円（1％）
組合債 5,640万円（2%）
県支出金 92万円（0％）

繰入金 1,667万円（0％）

消防費
13億3,751万円
（37%）

衛生費
8億6,101万円
（24%）

総務費
5億5,734万円
（15%）

分担金
34億2,834万円
（93％）

年　　　度
20 21 22 前年度対比

項　　　目
⑴ 行政区域内人口（人） 39,841 39,463 39,274 99.52％
⑵ 給水区域内世帯数（世帯） 12,286 12,299 12,385 100.70％
⑶ 計画給水区域内人口（人） 39,016 38,650 38,489 99.58％
⑷ 給水人口（人） 35,613 35,446 35,681 100.66％
⑸ 普及率 ⑷ / ⑴×100（％） 89.4 89.8 90.9 1.10ポイント
⑹ 普及率 ⑷ / ⑶×100（％） 91.3 91.7 92.7 1.00ポイント
⑺ 給水栓数（栓） 13,553 13,396 13,411 100.11％
⑻ 年間総配水量（㎥） 3,814,724 3,803,827 3,879,605 101.99％

⑼ 有効水量（㎥） 3,276,884 3,271,366 3,352,469 102.48％
⑽ 有収水量（㎥） 3,210,566 3,201,395 3,265,172 101.99％
⑾ 無収水量（㎥） 66,318 69,971 87,297 124.76％

⑿ 無効水量（㎥） 537,840 532,461 527,136 99.00％
⒀ 有効率 ⑼ / ⑻×100（％） 85.9 86.0 86.4 0.40ポイント
⒁ 有収率 ⑽ / ⑻×100（％） 84.2 84.2 84.2 0.00ポイント
⒂ 一日最大配水量　（㎥） 16,100 17,200 17,980 104.53％
⒃ 同上　発生月日 12月31日 2月8日 2月2日
⒄ 一日平均配水量（㎥） 10,451 10,421 10,629 102.00　
⒅ 負荷率 ⒄ / ⒂×100（％） 64.9 60.6 59.1 －1.47ポイント
⒆ 一日一人最大配水量（ℓ） 452 485 504 103.92％
⒇ 一日一人平均配水量（ℓ） 293 294 298 101.36％
21 配水能力　㎥/日（㎥） 18,000 18,000 18,000 100.00％
22 導・送・配水管延長（ｍ） 375,870 379,603 380,720 100.29％
23 給水収益（円） 890,706,566 869,184,162 882,974,972 101.59％
24 経常費用（円） 1,063,789,451 1,051,579,553 1,008,636,420 95.92％
25 資本費（円／㎥） 211.49 227.35 196.82 86.57％
26 供給単価（円／㎥） 277.43 271.50 270.42 99.60％
27 給水原価（円／㎥）  331.34 328.48 308.91 94.04％

水道事業主要指標

分担金の内訳
（単位：万円）

新庄市 119,420（34.8％）
最上町
41,844
（12.2％）

真室川町
33,073
（9.7％）

金山町
22,648
（6.6％）

戸沢村
20,491
（6.0％）

舟形町
19,406
（5.7％）

鮭川村
15,861
（4.6％）

大蔵村
14,446
（4.2％）

交付税措置分
55,645
（16.2％）

5 広報 11.9  2011
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新
庄
味
覚
ま
つ
り
音
頭

味
覚
ま
つ
り
だ

ご
っ
つ
お
だ
ホ
イ

秋
の
新
庄
あ
が
ら
っ
し
ぇ

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

笑
顔
も
弾
む

ま
ん
ま
る
ほ
っ
ぺ
で

上
機
嫌

新
庄
味
覚
ま
つ
り
音
頭

味

10月15日、新庄の味覚
を楽しんでもらおうと第
４回新庄味覚まつりが開
催されました。開会式で今年新たに作られた「味覚まつり音頭」が披露さ
れると、それまで降っていた雨も上がり多くの人が中心商店街を訪れまし
た。今回は東日本大震災の被災３県からのチャリティー販売が
行われ、また仙台からは「仙台すずめ踊り」の団体も訪れるなど、
会場は大いに盛り上がりました。

催
れ
た
行行
会

ぺ
で

おらだ
のんめ

もの

食って
けろ！

第4回

◀新庄チンドン団
が味覚まつり音
頭を披露。作詞・
作曲者の茅野博
さんもメンバーの
一人です。

◀「しんじょさ、あべ！部長」の
三浦友加さんが、高らかに味
覚まつりのスタートを宣言。

▲金沢幼
稚園園児

が元気なか
け声で味覚

まつり音頭
を

盛り上げた
。

▲秋田県
南地域から

のツアーで
は

150人が
訪れた。

♪

0月15日、新庄の味覚
を楽しんでもらおうと第
４回新庄味覚まつりが開

1
を
４

新庄味覚まつり
           開催！

♪
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▼日新小児童有志も参加し仙台すずめ踊りを披露

▲会場では、さまざまなイベントやアト
ラクションも行われました。
①②市民健康福祉まつり
③加茂水族館のクラゲ展示
④道路にお絵かき
⑤福宮囃子若連による囃子演奏

❶

❷

❹

❸

❺



8

　

◆ 健康課からのお知らせ ◆

 国民健康保険税の税率改正について
検討がはじまりました。 

　７月の市報でもお知らせしましたが、新庄市の国民健康保険事業の財政運営は大変厳しい状
況に直面しています。今後、保険財政の健全化に向け、どのように対処すべきか、新庄市国民健
康保険運営協議会において検討が始まりましたので、その概要についてお知らせします。
　国民健康保険運営協議会は、被保険者、保険医、市議会議員、被用者保険等保険者を代表する
委員１１人により構成され、国民健康保険の運営に関する調査、審議をし、必要に応じて市長へ
意見の具申等を行う組織です。

第１回運営協議会（８月開催）
①平成22年度国民健康保険特別会計の決算について
　22年度の国保特会決算は、単年度収支でわずかながら黒字
決算となりましたが、その内容は、給付基金から1億7千万円余
り繰り入れたためで、依然厳しい運営となっています。これは、被
保険者数の減少と景気低迷による総体的な所得水準の低下
や、収納率が低下傾向にあることが影響し、保険税収入が減少
したことが要因となっています。また、歳出では、高齢者の増加
等により保険給付費が増大しているためで、これは新庄市だけ
のことではなく、多くの市町村国保が抱えている問題となってい
ます。
②平成23年度国民健康保険事業の運営状況について
　23年度は、22年度と同様に税収の落ち込みが予想されてい
ます。
　歳出でおよそ3分の2を占める保険給付費の増加が見込まれ
ることや、22年度国負担超過分約8,600万円を、23年度予算
から返還しなければならず、多額の歳入不足に陥ることが予測さ
れます。そのため、歳出の抑制と財源の確保のため、医療費の
適正化や、保険税の収納対策の強化等、財政基盤の安定化
策に係る協議が行われました。
  

第２回運営協議会（９月開催）
　前回の国保財政が急激に悪化しているといった状況を踏まえ
て、平成24年度の国保財政の歳入不足額を予測し、税率改正
について協議されました。
　委員からは、負担が増えた場合に、収納率低下が懸念される
こと、また、大幅な負担増は市民生活を圧迫するのではないか
等、様々な意見が出されました。結果として、当市の「国民健康
保険」の健全運営に向けて、さらなる協議、検討の必要性が確
認されました。
　今後も、「税率改正」を主題として運営協議会の開催を予定
しており、継続して協議していきます。

税率改正について
　このように国保財政は非常に厳しい状況ですが、平成23年
度の歳入不足に対応する財源は、保険給付基金を取り崩して
賄うことになります。平成23年度の基金残高は1億300万円で
あり、不足することが予測されるため、一般会計からの繰り入れ

も検討されます。平成24年度以降も被保険者数の減少や低
所得世帯の増加などに起因し、運営についてはさらに厳しくなる
ことが見込まれ、歳入不足になった場合は保険給付基金が枯
渇するため、国保税の増収か一般会計からの繰り入れが必要
になります。
　また、新庄市では平成17年度以降、税率の改正を行ってい
ませんでした。そのため、年々、歳入に占める国保税の割合が下
がってきており、歳入不足の状態が続いています。このまま税率
を改正しない場合、市の財政運営にも重大な影響を及ぼす可
能性が出てきます。

　保険給付費の増大、国保税の減少といった事を考えると「税
率改正」は避けて通れない状況で、国保事業の健全運営に向
けて、運営協議会、市議会等での意見を踏まえ、判断していくこ
とになります。
　今後も国民健康保険事業内容、平成23年度の運営状況、
24年度以降に向けた財政・運営内容、税率改正について、市
民の皆様にお知らせしていきます。

　医療費の適正化事業として、ジェネリック医薬品差額通知
を送付します。（１２月中旬予定）
　ジェネリック医薬品への切り替えにより、薬代の自己負担
が３００円以上安くなる方にお知らせします。
　ジェネリック医薬品に切り替える場合は、医師、薬剤師に
ご相談ください。
◎詳しくは、健康課国保医療室へ。 ☎内線５１７
　

歳入に占める国保税の割合
（過去3カ年の推移）

14

16

18

20

22

24

26

28
（％）

20年度 21年度 22年度

27.07 26.39

23.61

 国民健康保険税の税率改正について
検討がはじまりました。 
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収
穫
の
秋

　
稲
の
刈
り
取
り
な
ど
収
穫
作
業
が

一
段
落
す
る
十
月
は
、芸
術
や
ス
ポ

ー
ツ
、収
穫
祭
と
行
事
が
目
白
押
し

で
、多
く
の
行
事
が
催
さ
れ
ま
す
。

郡
内
だ
け
で
も
、も
が
み
大
産
業
ま

つ
り
、鮭
川
き
の
こ
王
国
ま
つ
り
、金

山
町
産
業
ま
つ
り
、最
上
町
と
真
室

川
町
で
は
収
穫
祭
、新
庄
味
覚
ま
つ

り
、原
蚕
の
杜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
ア

グ
リ
ウ
ォ
ー
カ
ー
主
催
）、肘
折
温

泉
郷
な
め
こ・
こ
け
し
祭
り
。そ
し

て
、十
一
月
六
日（
日
）に
は
、第
二
回

新
庄
そ
ば
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
今
年
は
新
庄
の
秋
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
、趣
向
を
凝
ら
し

た
ま
つ
り
音
頭
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

新
庄
味
覚
ま
つ
り
で
は
、茅
野
博
さ
ん

（
沖
の
町
）が
作
詞・
作
曲
し
た「
味

覚
ま
つ
り
音
頭
」を
新
庄
チ
ン
ド
ン
団

の
有
志
が
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

新
庄
の「
ん
め
も
の
」が
表
現
さ
れ
、

大
変
親
し
み
や
す
い
曲
で
し
た
。

　
ま
た
、新
庄
そ
ば
ま
つ
り
で
は
、新

庄
市
出
身
の
作
曲
家・森
正
明
さ
ん

が
作
曲
し
、大
ヒ
ッ
ト
の「
は
ぐ
れ
コ

キ
リ
コ
」を
歌
っ
た
成
世
昌
平
氏
が
歌

う「
新
庄
そ
ば
音
頭
」が  

完
成
し
ま

し
た
。歯
切
れ
の
よ
い
テ
ン
ポ
で
、き

っ
と
そ
ば
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。森
さ
ん
に
は

も
う
一
曲
、子
供
向
け
の
歌
も
作
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ふ

る
さ
と
新
庄
の
良
さ
を
も
っ
と
も
っ
と

売
り
出
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

市コ
長ラ

ム

山
尾
順
紀

いきい
き

　新庄
人

 県内各地区大会を勝ち抜いた16人の中学生が主張を繰り広げた「第50
回県少年の主張大会-いま伝えたい私のメッセージ」において、本市の中
学生２人が見事最優秀賞と優良賞に選ばれました。この大会で、新庄・最上
地区の生徒が最優秀を受賞するのは18年ぶりで、しかも上位５人のうち
２人が本市出身という素晴らしい快挙を成し遂げてくれました。
　「命の大切さ」や「人と人とのつながり」。今の日本社会が再認識すべき
重要な課題を、自らの経験を通して感じ取ったお二人。その感覚を大切に、
これからも頑張ってほしいと思います。

「『小さな命』への願い」
　門脇さんは、新しく両親となる人の悩みや不安
を受け止め、手助けできる助産師になることで虐
待や育児放棄による子どもの死を防ぎたいと訴え
ました。

●
◎主張のテーマについてコメントをお願いします。
　児童虐待や育児放棄により、子どもの命が失われ
ていることを受け、その命の大切さを伝えたいと思
いました。私なりに考えた命の大切さが皆さんの心
に届いて欲しいです。
◎受賞しての感想は？
　素晴らしい賞を頂き、今回の主張をとても誇らし
く思っています。
◎主張に関連して、今後どうしていきたいですか？
　助産師になるという夢を叶えるために、勉強に力
を入れていきたいです。

「人がつながるとは」
　真木さんは、人がつながるとは、誰かの行動に支
えられた人がそれに感謝して自分をまた人のために
生かすことだと気づいたこと、そして自分も誰かの
ために、できることを精いっぱいやりたいと主張しま
した。

●
◎主張のテーマについてコメントをお願いします。
　JRC委員長として奉仕活動を続けていた中、住民
に避難を呼びかけ続けて命を落とした南三陸町職
員の遠藤未希さんの行動に衝撃を受けたことがきっ
かけです。「人がつながる」ということの意味に気付
かされました。
◎受賞しての感想は？
　受賞により、私の思いをより多くの人に届けること
ができて良かったです。
◎主張に関連して、今後どうしていきたいですか？
　人に信頼されるために、人を思いやり、人に感謝し
ながら、本当のつながりを広げていきたいです。

これからも頑張ってほしいと思いま

優良賞
真木碧惟さん
（新庄中３年）

最優秀賞
門脇真実さん
（日新中３年）

写真提供：山形新聞社　門脇真実さん（写真前列中央）
真木碧惟さん（写真後列左）

第50回県少年の主張大会
いま伝えたい、私のメッセージ

9 広報 11.9  2011
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イ
ギ
リ
ス
人
女
性
旅
行
家

　
　
　
　
　
　
　
　

が
見
た
新
庄 

　

山
形
県
、特
に
置
賜
盆
地
を
ア
ジ

ア
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア(

桃
源
郷)

と

ほ
め
た
た
え
た
の
は
、イ
ギ
リ
ス
の

女
性
旅
行
家
、イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、｢

ア
ル
カ

デ
ィ
ア｣

と
い
う
言
葉
は
、第
七
次

山
形
県
総
合
開
発
計
画
が｢

新
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
構
想｣

と
名
付
け
ら
れ

る
な
ど
、今
や
山
形
県
の
キ
ャ
ッ
チ

ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

　

明
治
十
一
年
六
月
か
ら
、バ
ー
ド

（
四
十
六
歳
）は
、横
浜
か
ら
函
館

ま
で
の
日
本
海
側
を
、十
八
歳
の
通

訳
兼
従
者
の
青
年
と
と
も
に
、未
整

備
の
道
路
を
馬
や
徒
歩
で
約
百
日

間
の
旅
を
し
た
。そ
の
旅
の
様
子
は

手
紙
形
式
で
記
さ
れ
、『
日
本
奥
地

紀
行
』と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

山
形
県
に
は
、新
潟
か
ら
小
国
地

方
に
入
り
、米
沢
を
か
す
め
上
山
・

山
形
を
経
て
新
庄
に
至
り
、金
山
か

ら
秋
田
院
内
に
向
か
っ
た
。最
上
郡

内
で
は
新
庄
と
金
山
に
泊
ま
っ
て

い
る
が
、金
山
を「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

な
雰
囲
気
の
場
所
」と
表
し
て
い
る

の
に
対
し
、「
新
庄
は
人
口
五
千
を

超
え
る
み
す
ぼ
ら
し
い
町
で
、水
田

の
続
く
平
野
の
中
に
あ
る
。」
と
記

す
。し
か
し
、彼
女
が
来
新
し
た
こ

ろ
の
新
庄
は
、戊
辰
戦
争
で
焦
土
と

化
し
た
町
が
、ま
だ
完
全
に
は
復
興

し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。彼
女

元
気
な
地
域
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
in
山
屋

　

山
屋
地
区
連
合
会
事
務
局
長

押
切
明
弘
氏

　

山
屋
地
区
は
、上
・
下
山
屋
と
大
福
田

の
三
地
区
の
連
合
体
で
、そ
れ
ぞ
れ
区

長
が
い
ま
す
が
、地
区
の
運
営
は
こ
の

連
合
組
織
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、平
成
二
十
二
年

三
月
を
も
っ
て
百
三
十
五
年
の
長
い
歴

史
が
あ
る
山
屋
小
学
校
は
新
庄
小
学
校

に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。数
年
前
か
ら
、

「
教
育
環
境
を
考
え
る
と
あ
ま
り
に
も

児
童
数
が
少
な
す
ぎ
る
」と
い
う
保
護

者
の
強
い
意
見
が
あ
り
、地
区
と
し
て

統
合
の
道
を
進
め
た
も
の
で
し
た
。

　
「
山
屋
地
区
か
ら
お
ら
だ
の
学
校
が

無
く
な
る
」地
区
住
民
は
、統
合
に
賛
成

し
な
が
ら
も
、入
学
式
や
運
動
会
、通
学

合
宿
、子
供
会
活
動
、ス
キ
ー
記
録
会
な

ど
の
学
校
行
事
を
地
区
を
あ
げ
て
開
催

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
も
無
く

な
っ
て
し
ま
う
寂
し
さ
を
同
時
に
感
じ

て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、今
後
こ
の
山
屋

地
区
を
ど
う
い
う
方
向
に
も
っ
て
い
く

か
が
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。そ

ん
な
と
き
、ち
ょ
う
ど
タ
イ
ミ
ン
グ
良

く
地
域
づ
く
り
の
勉
強
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
や
県
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
指
導
の
も
と
、

子
ど
も
た
ち
は
も
と
よ
り
、地
区
役
員

や
婦
人
会
、各
団
体
の
方
々
が
参
加
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、地
区
内
の

探
索
を
通
し
て
、環
境
的
に
素
晴
ら
し

い
所
や
問
題
点
、将
来
こ
ん
な
山
屋
に

し
た
い
な
ど
約
二
百
も
の
意
見
や
要

望
が
出
さ
れ
、そ
の
成
果
を
一
冊
の
冊

子
に
ま
と
め
ま
し
た
。冊
子
は
市
長
さ

ん
に
も
渡
し
、「
山
屋
地
区
は
学
校
は

無
く
な
っ
た
け
れ
ど
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
い

る
ん
だ
ぞ
」と
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

地
域
づ
く
り
は
、そ
の
地
域
の
将
来

を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
り
、そ
れ

に
向
か
っ
て
い
く
強
い
姿
勢
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。生
活
様
式
の
多
様
化
や
少
子
高

齢
化
な
ど
を
考
え
た
と
き
に
、今
こ
そ

「
地
域
づ
く
り
」が
最
も
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

第8号

地
域
づ
く
り
通
信

今月は、山屋地区の活動を紹介します。地区の小学校を
自らの判断で閉校、他校への統合を進めた一方で、地区
の活動基盤であった学校行事がなくなることへの懸念
から、地域づくりのワークショップにも取り組みまし
た。今後も地元に住み続けていくための「みんなの行動
計画書」を作成したほか、先月このコーナーで紹介した
「『大人のための新庄学』公開講座」においても、この取り
組みや計画の実施状況を報告しました。

地域づくり
に挑戦！

て
い
ま
す
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●児童図書●
クッツさんのくつ ･･･････････････････････････ジョン・ダナリス
なんとなく ･････････････････････････････････････････五味　太郎
ごはんのとも･････････････････････････････････････苅田　澄子
やなせたかしのメルヘン絵本 ･･･････やなせ　たかし
どーんちーんかーん ･･････････････････････････武田　美穂
親子のための地震イツモノート
　 ･･････････････････････････････････････地震イツモプロジェクト
お菓子な文房具 ･･････････････････････････････平田　美咲
がんばっ！卓球部 ･･････････････････････････････横沢　　彰
帰命寺横丁の夏 ･････････････････････････････柏葉　幸子
きらめきハートのドレス ････････････････あんびる やすこ

●一般図書●
「採訪」という旅 ･････････野村　敬子（真室川町出身）
Wi-Fiを１００倍活用する本 ･････････････････アスペクト
完盗オンサイト ･････････････････････････････････玖村まゆみ
ディズニー消しゴムはんこ図案集 ････ブティック社
行け！男子高校演劇部 ････････････････････池田　鉄洋
手編みであったか毛糸のざぶとん ･･･リトルバード
非常時とジャーナリズム ･･････････････････井上　　亮
緑の毒 ･････････････････････････････････････････････桐野　夏生
赤い実たちのラブソング ･･････････････････名木田恵子
動物トリビア図鑑 ･････････････････････････････佐藤　栄記
麹の「生きた力」を引き出す本 ･････････伏木　暢顕
星火瞬く ･･････････････････････････････････････････葉室　　麟
赤い糸の呻き ･･････････････････････････････････西澤　保彦
煮込み料理（フレンチテクニック） ････････柴田書店
サッカー少女楓～青春サッカー小説～
　 ･･････････････････････････････････････････････････････高橋　陽一
慈雨の音（流転の海 第６部） ･････････宮本　　輝
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自
身「
新
庄
は
米
、絹
、麻
の
大
き

な
商
取
引
き
が
あ
る
か
ら
、見
た
目

ほ
ど
貧
弱
な
は
ず
は
な
い
。」
と
鋭

い
洞
察
力
を
示
し
て
い
る
。

　

彼
女
が
泊
ま
っ
た
宿
屋
は
定
か

で
は
な
い
が
、何
千
と
い
う
蚊
に
襲

わ
れ
、ネ
ズ
ミ
に
靴
を
か
じ
ら
れ
、

ま
た
持
参
し
て
い
た
キ
ュ
ウ
リ
を

ネ
ズ
ミ
に
取
ら
れ
た
と
い
う
。
ま

た
、ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
て
痛
み

や
熱
が
出
た
た
め
、新
庄
の
漢
方
医

に
往
診
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。「
ノ

ソ
キ
」
医
師
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

当
時
そ
ん
な
名
の
医
師
は
新
庄
に

は
お
ら
ず
、楠
医
師
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。治
療

の
様
子
も
克
明
に
記
し
て
お
り
、塗

り
薬
が
す
ぐ
に
効
い
た
こ
と
か
ら
、

彼
女
は
医
師
を
食
事
に
招
待
し
た
。

彼
の
魚
を
食
べ
る
箸
さ
ば
き
に
感

心
し
、ま
た
音
を
た
て
る
食
べ
方
に

笑
い
を
こ
ら
え
た
と
も
記
し
て
い

る
。

■開館時間:午前10時～午後6時
■休館日:毎週月曜日
◎市立図書館☎２２-２１８９

◎地域子育て支援センター（わらすこ広場内）☎22-5115

　「アフリカのスイス」と呼ばれるレソト、気温が
60度を超えることがあるジブチ、伝説の鳥ドード
ーが生息していたモーリシャス…。周りに何もな
い小さな島国から山に囲まれた山岳国家まで、
秘境国の絶景を収めた写真集。その地にまつわ
る興味深いストーリーも紹介されています。

今月の本
『秘境国 まだ見たことのない絶景
～Unexplored Countries～』
　　　　　　アマナイメージズほか写真

今月のテーマ展示
『古典　名作文学を愉しむ』
１１月１日は古典の日。源氏物語は千年の時
を越え、今も深く広く読みつがれています。
今月は、日本の古典をはじめ世界の古典名
作を、活字・ビジュアルにいたるまで紹介、展
示します。この機会に古典に親しみ、学び、
心豊かな時間を過ごしてみませんか。

蔵書検索

わらすこワンダーランド
　  開催のお知らせ
●とき 11月19日（土）午前10時～
●ところ わらすこ広場（こらっせ新庄４階）
●内容 ステージ発表（保育園児による太鼓
演奏やお遊戯、子育てサークルによるペープサー
ト、キッズリズムダンス、山形大学ジャグリングサ
ークル）
※午後は遊びや体験コーナーもあるよ！

こ
WARASUKO  HIROBA

わらす
広場
わらすこ

風
邪
を
予
防
し
よ
う
！

　

風
邪
の
予
防
に
は
、う
が
い
や
手
洗

い
で
、の
ど
や
手
に
つ
い
て
い
る
ウ
イ
ル

ス
を
落
と
す
こ
と
や
、睡
眠
・
栄
養
を
十

分
に
と
る
こ
と
、湯
冷
め
、う
た
た
寝
を

し
な
い
こ
と
。ま
た
、室
内
の
ウ
イ
ル
ス

を
減
ら
す
た
め
に
換
気
も
大
事
で
す
。

そ
の
ほ
か
次
の
こ
と
に
も
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

●
薄
着
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　

皮
膚
が
外
気
に
触
れ
て
寒
さ
を
感
じ

る
こ
と
で
、体
の
調
節
機
能
が
高
ま
り
、

丈
夫
な
体
作
り
が
で
き
ま
す
。目
安
は
、

大
人
よ
り
一
枚
少
な
い
く
ら
い
で
、上
着

で
調
節
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

●
ビ
タ
ミ
ン
を
と
り
ま
し
ょ
う

 

鼻
や
の
ど
な
ど
の
粘
膜
形
成
に
欠
か

せ
な
い
ビ
タ
ミ
ン
A
が
不
足
す
る
と
、

粘
膜
が
乾
燥
し
て
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し

や
す
く
な
り
ま
す
。多
く
含
ま
れ
る
緑

黄
色
野
菜
な
ど
で
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

ビ
タ
ミ
ン
C
は
粘
膜
を
強
く
す
る
ほ

か
、防
ぎ
き
れ
な
か
っ
た
ウ
イ
ル
ス
に
応

戦
し
、抵
抗
力
を
高
め
る
働
き
を
し
ま

す
。果
物
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

●
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
ら
？

　

ま
ず
は
医
師
の
診
断
を
受
け
、長
引

か
せ
な
い
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・ 

家
の
中
で
安
静
に
過
ご
し
、こ
ま
め

に
水
分
補
給
す
る
。

・ 

食
欲
が
な
い
と
き
は
、飲
み
込
み
や

す
く
、消
化
が
良
い
も
の
を
と
る
。

・ 

汗
を
か
い
た
ら
着
替
え
、ま
た
、体
調

に
合
わ
せ
て
衣
服
の
調
節
を
す
る
。

・ 

室
内
の
換
気
や
湿
度
に
十
分
に
気
を

つ
け
る
。

鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
は
な
ぜ
お
こ
る

の
？

●
鼻
水

　

鼻
を
通
る
空
気
の
流
れ
や
、そ
の
温

度
・
湿
度
、含
ま
れ
る
ゴ
ミ
な
ど
の
刺
激

が
原
因
で
出
る
も
の
で
す
。

●
鼻
づ
ま
り

　

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、冷
た
い
空
気
が

入
る
こ
と
で
、鼻
の
粘
膜
の
下
の
血
管

が
は
れ
、空
気
の
通
り
道
が
狭
く
な
る

状
態
を
い
い
ま
す
。

※
鼻
水
を
た
め
た
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、鼻
や
の
ど
の
粘
膜
が
炎
症
を
起
こ

し
、ほ
か
の
病
気
を
招
く
こ
と
が
あ
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

11月の
おすすめ

すくすくナビ

ダ ラ 入場
無料
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しん
じょう

季節の話題・市政の動き・催しなどを紹介します

TOPICS

■大地震に備えて、市総合防災訓練実施
　（10月23日／北辰小学校周辺）
新庄盆地断層帯を震源に震度６強の地震が発生したとい
う想定で、北辰小学校周辺を会場に、北辰小児童や地域住
民、消防団などが参加し市総合防災訓練が行われ、参加者
は避難訓練や消火訓練などに真剣に取り組みました。また
今年は、最上広域消防本部に昨年度導入された、はしご車
を使った中高層救助救出訓練も初めて実施されました。

新庄市出身の竹田年志さん率
いるアルプス音楽団がコンサ
ートを開催しました。普段は耳
にすることができない“アルペ
ンホルン”の演奏に会場は拍手
喝采。観客の中に入って演奏し
たり、音楽に合わせて踊ったり
と楽しい演奏会になりました。

■アルプス音楽団新庄公演（10月5日／市民文化会館）

26回目となる「みちのく民話
まつり秋語り」が、旧矢作家住
宅などを会場に行われました。
民話の会会員などが得意の民
話を語り始めると、集まった観
客は、表現豊かな語りの世界に
引き込まれ、秋のひととき民話
を聞いて楽しみました。

■みちのく民話まつり秋語り（10月15日／旧矢作家住宅）

市長就任二期目を迎え、より良い
まちづくりを進めようと、市長が地
域に出向いて懇談を行う「まちづく
りミーティング」が上茶屋町公民館
で開催されました。上茶屋町では
平成21年に続き２度目の開催とな
り、この日は40人の住民が参加し、
活発な意見交換が行われました。

■まちづくりミーティング開催（10月25日／上茶屋町公民館）　

■第１９回クリテリウム新庄大会開催！
（10月10日／新庄中核工業団地）
毎年５月に開催していた大会が、今年は東日本大震災
の影響で延期され、秋の開催となりました。
大会には、県内外の8歳から71歳までの約205人
が参加。転倒する参加者もいましたが、選手たちは爽
やかな秋晴れの中、中核工業団地に設けられた特設
コースを周回し、スピードを競い合いました。

12
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TOPICS

■全国障害者スポーツ大会（水泳）で松
田美佐子さん（鳥越）が２種目制覇！
（10月26日／市役所）
１０月２２日から２４日に山口県で開催された全国
障害者スポーツ大会水泳競技で、松田美佐子さん
が２５ｍ自由形と背泳ぎの２種目で優勝しました。
特に、背泳ぎは大会新記録を樹立する快挙となり、
この日市長に全国優勝の報告を行いました。

■青少年健全育成県民大会で森正明さ
んが講演（10月30日／市民プラザ）
青少年健全育成県民大会が新庄を会場に行われ、県
内から多数の関係者が参加しました。団体の活動発表
の後に行われた講演会では、新庄出身の森正明さん
が故郷の思い出などを語りました。森さんは、そばま
つりのテーマソング「新庄そば音頭」を作・編曲、ふるさ
と新庄を盛り上げたいとご尽力いただいています。

1勇気塾卒塾・入塾式
（10月3日／市役所）

2新庄最上薬剤師会が薬
剤の自動分包機を市に寄贈
3体験農園で大根を収穫
（10月29日～30日／市体験農園）

■2■3 ■1

■満100歳のお祝いに佐藤ギンさん（宮内町）に賀詞と記念品を贈呈（10月11日）

■もがみ大産業まつり
（10月8～9日／ゆめりあほか）
新庄・最上地域の特産物を一堂に集め、
「もがみ大産業まつり」が開催されま
した。農産物や加工食品の販売のほか、
「おやつバトル2011」や「子どもファ
ッションショー」なども開かれ、会場は
多くの市民でにぎわいました。

■第49回新庄ロードレース大会
（10月2日／陸上競技場周辺）
第４９回となる新庄ロードレース大会
が開催されました。新庄・最上地域の
小学生から社会人まで439人が参加
し、健脚を競い合いました。

▲優勝報告に訪れた松田さん（写真中央）

13 広報 11.9  2011
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イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです11月の

最
上
地
区
日
中
友
好
協
会

設
立
30
周
年
記
念
作
品
展

▼
と
き 

11
月
24
日
㈭
〜
26
日
㈯
午

前
9
時
〜
午
後
5
時 

▼
と
こ
ろ 

市

民
プ
ラ
ザ
1
階
市
民
ロ
ビ
ー

▼
内
容 

最
上
地
区
日
中
友
好
協

会
30
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、新

庄
最
上
地
区
の
人
が
日
中
交
流
を

深
め
た
思
い
出
の
写
真
、書
、絵
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

▼
入
場
料 

無
料 

◎
事
務
局（
山
形
新
聞
最
北
総
支
社
内
）

☎
22-

３
５
８
０

陸
羽
東
線
に「
S
L
湯
け
む
り

復
興
号
」が
や
っ
て
き
ま
す
‼

▼
運
転
日 

11
月
26
日
㈯
小
牛
田
〜

新
庄
間（
小
牛
田
駅
午
前
9
時
14

分
発
〜
新
庄
駅
午
後
0
時
44
分

着
）・
11
月
27
日
㈰
新
庄
〜
小
牛
田

間（
新
庄
駅
午
前
8
時
47
分
発
〜

小
牛
田
駅
午
後
0
時
51
分
着
）

※
両
日
と
も
片
道
の
み
の
運
転

　

▼
試
運
転
日 

11
月
22
日
㈫
〜
25
日

㈮ 

▼
運
転
S
L 

C
11
蒸
気
機
関
車

＋
旧
型
客
車
3
両
＋
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
車

※
沿
線
沿
い
で
は
、煙
の
排
出
や
汽

笛
の
吹
鳴
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。ま

た
危
険
で
す
の
で
線
路
内
に
は
立

ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
Ｊ
Ｒ
新
庄
駅 

☎
22-

５
５
８
０

職
業
・
生
活
支
援
相
談
会

（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
）開
催

　現
在
仕
事
を
探
し
て
い
て
、併
せ

て
生
活
支
援
等
に
関
す
る
相
談
を

希
望
す
る
人
を
対
象
に
、関
係
機
関

が
合
同
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
と
き 
12
月
1
日
㈭
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
30
分（
受
け
付
け
は

4
時
ま
で
）

▼
と
こ
ろ 

ハロ
ー
ワ
ー
ク
新
庄
2
階

※
相
談
は
全
て
無
料
で
す
。

◎
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
庄☎

22-

８
６
０
９

認
知
症
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
地
域
で
支
え
よ
う
認
知
症
〜

▼
と
き 

11
月
26
日
㈯
午
後
2
時
〜

▼
と
こ
ろ 

市
民
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

▼
内
容 

岩
手
医
科
大
学
准
教
授 

高
橋
智
氏
に
よ
る
基
調
講
演
、公

開
討
論
会「
認
知
症
を
み
ん
な
で

考
え
よ
う
」 

※
誰
で
も
参
加
で
き
、

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◎
新
庄
市
最
上
郡
医
師
会

☎
22-

１
１
５
１

ヨ
ガ
教
室

「
プ
チ 

ヨ
ガ 

レ
ッ
ス
ン
」開
催

　
▼
対
象 

ヨ
ガ
に
興
味
が
あ
る
女
性

▼
と
き 

11
月
26
日
㈯
午
後
6
時
30

分
〜
8
時
45
分

　

▼
と
こ
ろ 

市
民
プ
ラ
ザ
2
階
和
室

も
み
・
あ
じ
さ
い

　

▼
参
加
料 

5
0
0
円（
資
料
・
お
茶

代
・
保
険
料
な
ど
）

▼
内
容 

ヨ
ガ
体
験
、マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど 

▼
申
し
込
み 

11
月
23
日
㈬
ま
で

▼
定
員 

20
人

　

◎
ろ
は
す
の
会
・
海
藤

　
☎
・
℻
32-

０
６
６
３

　
電
子
メ
ー
ル

lohas_info@
yahoo.co.jp

平
成
23
年
度

第
２
回
地
域
議
員
協
議
会
開
催

　
　

　県
議
会
で
は
、地
元
選
出
議
員
に

よ
る
地
域
課
題
や
施
策
に
つ
い
て
の

審
議
を
行
う
協
議
会
を
開
催
し
ま

す
。傍
聴
希
望
の
方
は
当
日
会
場

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き 

11
月
21
日
㈪
午
後
1
時
〜

▼
と
こ
ろ 

最
上
総
合
支
庁
講
堂

◎
県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
室

☎
０
２
３-

６
３
０-

２
８
４
６

犯
罪
被
害
者
支
援

県
民
の
つ
ど
い

　
　

▼
と
き 

11
月
25
日
㈮
午
後
1
時
30

分
〜
4
時 

▼
と
こ
ろ 

山
形
国
際

交
流
プ
ラ
ザ
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ
2
階

大
会
議
室（
山
形
市
）

就職サポート相談窓口の開設
　就職活動に関することを相談できます
（仕事の探し方、効果的な履歴書の書き
方、面接で売り込む方法など）。
●開設曜日 毎週月・火・木・金・土曜日
（祝日、年末年始を除く）
●受付時間 午前10時～午後4時
●開設場所 こらっせ新庄1階
◎相談料は無料です。詳しくは、最上地
域雇用創造推進協議会へ。 ☎23-6212

山形県最低賃金額改正
　最低賃金は県内で働くすべての労働者
に適用されます。
●県最低賃金額 1時間 647円
◎詳しくは、山形労働局労働基準部賃金
室へ。 ☎023-624-8224

10月分から子ども手当が
変わりました

　法律が新しくなり、平成23年10月分からの
「子ども手当」を受け取るためには、新たに
申請が必要です。今まで手当を受け取って
いた方々には11月上旬に申請書類を送付し
ます。また、書類の受付は次の通り行います。
●とき 11月14日㈪～30日㈬の平日午
前8時30分～午後5時15分　
●ところ 市役所相談室（正面玄関を入り右側）
●休日受付 11月19日㈯・20日㈰の2日
間は午前8時30分～午後5時15分まで
福祉事務所③番窓口で受付します。
●窓口延長 11月21日㈪～25日㈮の午
後5時15分～7時まで福祉事務所③番
窓口で受付します。
◎詳しくは、福祉事務所児童支援室へ。

☎内線544

市特別職の職員の給与について
　市議会9月定例会において、市特別
職3役の給料月額の削減を、11月から来
年3月までの間、次のようにすることと決
まりました。
●市長 20%削減  ●副市長 10%削減
●教育長 8%削減
◎詳しくは、総務課職員・法令文書室へ。

☎内線220
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11月は「児童虐待防止推進月間」
～守るのは 気づいたあなたの その勇気～
　子育てや子どもに関する悩みなど、
気軽にご相談ください
◎福祉事務所児童支援室 ☎内線547
子育て支援センター ☎22-5115

2012年版やまがた県民手帳販売中
○12月16日㈮まで　○市役所受付、
情報統計室（東庁舎1階）、市内各書店

○600円（税込）
◎総合政策課情報統計室 ☎内線425

▼
基
調
講
演 

「
被
害
者
遺
族
の
声
」

（
公
社
）被
害
者
支
援
都
民
セ
ン
タ

ー
自
助
グ
ル
ー
プ 

廿
楽
奈
穂
美
氏

◎
㈳
や
ま
が
た
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３-

６
４
２-

３
５
７
１

借
家
・
家
計
に
関
す
る

法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　借
金
返
済
や
借
入
、家
計
に
関

し
て
法
律
の
専
門
家
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き 

11
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮

両
日
と
も
午
後
1
時
〜
3
時

　

▼
と
こ
ろ 

最
上
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
最
上
総
合
支
庁
総
合
案
内
窓
口
内
）

※
相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

◎
最
上
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
29-

１
３
７
０

介
護
就
職
デ
イ「
福
祉
の
し
ご
と

ミ
ニ
フ
ェ
ア
〜
就
職
面
接
会
２
０
１
１
」

▼
と
き 

11
月
17
日
㈭
午
後
1
時
〜

4
時
30
分 

▼
と
こ
ろ 

ニュ
ー
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル 

▼
内
容 

就
職
応
援
セ
ミ

ナ
ー「
社
会
人
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
術
〜
笑
顔
で
働
く
た
め
に

〜
」 

▼
講
師 

前
川
孝
子
氏（
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、事
業
所
と
就
労

希
望
者
に
よ
る
個
別
面
接
会
な
ど

※
参
加
無
料
で
す
。

◎
山
形
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３-

６
３
３-

７
７
３
９

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
期
間
の
追
納
に
つ
い
て

　保
険
料
の
免
除
や
若
年
者
納
付

猶
予
、学
生
納
付
特
例
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、納
付
し
た
場
合

と
比
べ
て
年
金
受
取
額
が
減
額
さ

れ
ま
す
。免
除
な
ど
を
受
け
て
か

ら
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、そ
の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き
、

追
納
し
た
分
だ
け
年
金
受
取
額
も

増
え
ま
す
。た
だ
し
、免
除
な
ど
の

承
認
を
受
け
た
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
三
年
目
以
降
は
追
納
額
に
加

算
金
が
つ
き
ま
す
の
で
、早
め
の
追

納
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
、追
納

を
す
る
場
合
は
納
付
書
が
必
要
で

す
の
で
、年
金
事
務
所
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◎
新
庄
年
金
事
務
所
☎
22-
２
０
５
０

放
鳥
ト
キ
の
目
撃
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　　県
内
で
も
移
動
が
確
認
さ
れ
て

い
る
ト
キ
の
情
報
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。足
に
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
を
装

着
し
て
い
ま
す
。 

◎
最
上
総
合
支
庁
環
境
課
☎
29-

１
２
８
５

放
送
大
学

４
月
入
学
生
募
集

　放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

大
学
で
す
。1
科
目
で
も
学
べ
、入

学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。募
集
要

項
は
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間 

11
月
15
日
㈫
〜
来

年
2
月
29
日
㈬

▼
入
学
個
別
相
談
会 

12
月
11
日

㈰
午
前
11
時
〜
午
後
2
時
30
分 

市
民
プ
ラ
ザ
第
5
研
修
室
に
て
。

◎
放
送
大
学
山
形
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３-

６
４
６-

８
８
３
６

自
衛
官
等
募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

▼
受
験
資
格 

15
歳
以
上
17
歳
未

満
の
男
子 

▼
受
付 

来
年
1
月
6

日
㈮
ま
で 

▼
1
次
試
験 

平
成
24

年
1
月
14
日
㈯

予
備
自
衛
官
補

▼
受
験
資
格 

一
般
／
18
歳
以
上
34

歳
未
満
の
人
、技
能
／
18
歳
以
上

で
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
人

（
資
格
に
よ
り
上
限
年
齢
あ
り
） 

▼
受
付 

来
年
1
月
中
旬
〜
4
月
上
旬

▼
1
次
試
験 

来
年
4
月
及
び
10
月

制
度
説
明
会

▼
と
き 

12
月
2
日
㈮
午
後
1
時
〜

7
時 

▼
と
こ
ろ 

ゆ
め
り
あ
2
階

会
議
室 

◎
自
衛
隊
新
庄
地
域
事
務
所

☎
22-

５
０
５
７

催しなど

フランス料理教室開催
○11月28日㈪午後４時～
○市民プラザ調理室

○講師 笹美知子さん  ○材料費 2,500円
○申し込み 11月25日㈮まで電話で。

◎事務局・笹 ☎22-2086

かめあや大感謝祭開催
　亀綾織の展示・販売を行います。
●とき 11月26日㈯午前10時～午後5時
●ところ ゆめりあ花と緑の交流広場
●内容 亀綾織の展示・販売、機織りの
実演・無料体験、お買い上げの方に記念
品サービス
◎詳しくは、新庄亀綾織伝承協会へ。

☎22-0025

栄養士会 食育事業
高齢者の低栄養予防教室
●対象 65歳以上の人　●とき 12月
10日㈯午前9時～午後0時30分
●ところ 市民プラザ和室あじさい・調理
実習室　●参加料 無料
●持ち物 エプロン、三角巾、筆記用具など
●申し込み 11月18日㈮まで電話で。先
着30人。
◎詳しくは、徳洲会病院栄養科・星川へ。

☎28-0655

第61回市民雪セミナー
「味わい深い雪国の民芸品」～雪調の事績探訪～
●とき 11月27日㈰午後１時30分～３時
45分　●ところ 雪の里情報館２階雪国
文化ホール　●内容 あけびつる細工の
小物づくり　●参加費 500円（材料代）
●申し込み 事前に電話で。先着15人。
◎詳しくは、雪の里情報館へ。 ☎22-7891

第10回 ひつじカフェ
“蜘蛛の巣マフラー！？”
●とき 11月26日㈯午後０時３０分～４時
●ところ 新庄市エコロジーガーデン
●参加費 2,000円（材料費等）
●申し込み 事前に電話で。受け付けは
月～金曜日午後４時～７時。先着10人。
◎詳しくは、新庄ひつじネットワーク・伊藤
へ。 ☎22-4861

山形県学校農業クラブ連盟
プロジェクト発表会

●とき 11月25日㈮午前10時～午後3
時20分 ●ところ 市民文化会館
●内容 県内の農業高校で生徒が行っ
ている研究の発表会、山形大学農学部
によるパネル展示
◎詳しくは、県学校農業クラブ連盟事務局
（県立新庄神室産業高校）へ。 ☎28-8777
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表 紙 の 写 真

楽しく健康づくり ―いものこマラソン＆ウオーキング―

10月9日、新庄いものこマラソン＆健康ウオーキ
ングが開かれました。楽しく運動することで参加
者の健康増進を図ろうと実施したもので、ゴー
ルした人には完走証・完歩証が交付されます。
15回目の開催となる今年は5キロ・3キロのマ
ラソンと3キロのウオーキングに子どもから大人
まで133人が参加しました。招待選手として、県
縦断駅伝新庄・最上チームの5選手も出場。
終了後にはいものこ汁が振る舞われました。

平
成

23
年

11
月

9日
号（

N
o.647）　

■
編

集
・

発
行

／
新

庄
市

 総
務

課
   〒

996–8501 新
庄

市
沖

の
町

10–37 TE
L.0233–22–2111　

■
制

作
・

印
刷

／
共

栄
印

刷
株

式
会

社
　

14,000
部

発
行

広
報

11

環境にやさしい植物油インキを
使用しています

9月末現在の新庄人
38,700人（39,104人）

女 20,192人（20,412人）
男 18,508人（18,692人）

世帯数 13,474世帯（13,489世帯）
9月の異動

出生  23人 （27人）
死亡  46人 （46人）
転入  74人 （54人）
転出  71人 （86人）
※（  ）は1年前の住民基本台帳

〽
文
化
の
日  

菊
の
鉢
な
ら
べ
秋
晴
に

　
　
花
も
盛
り  

日
の
丸
た
て
て

　

十
一
月
、
暦
の
上
で
は
霜
月
で
、
秋
も
深

ま
り
日
の
暮
れ
も
早
く
な
っ
た
。
西
空
が
あ

か
ね
色
に
暮
れ
る
と
明
日
は
晴
れ
る
。
八
日

は
立
冬
。
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
、畑
の
収
穫

の
仕
事
に
忙
し
い
季
節
と
な
る
。

　

朝
晩
が
寒
く
な
る
と
、大
根
や
白
菜
の
浅

漬
け
も
甘
く
な
る
。こ
こ
で
爺
が
新
庄
名
物

や
た
ら
漬
け
の
唄
を
教
え
っ
か
。

〝
出
羽
の
新
庄
名
物
聞
け
ば
シ
ソ
や
な
ん

ば
、
ミ
ョ
ウ
ガ
の
だ
し
で
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ

リ
、
大
根
入
れ
て
、
皿
や
さ
わ
つ

4

4

4（
丼
）に

出
す
と
き
は
、桶
の
底
か
ら
ガ
ラ
リ
ガ
ラ

リ
と
か
ま
す
じ
ゃ
な
い
か
。
誰
が
名
づ
け

た
そ
の
名
前
、や
た
ら
漬
け
ド
ン
ド
ン
〟

と
、村
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が
今
日
も
歌
っ
て

い
る
。
爺
が
子
ど
も
の
頃
は
、
毎
食
大
根
や

か
ぶ
漬
け
、茎
漬
け
。な
た
切
り
大
根（
ご
っ

く
ら
漬
け
）、こ
う
じ
漬
け
が
甘
み
が
あ
っ
て

良
か
っ
た
。

　

子
ど
も
の
頃
は
勉
強
よ
り
遊
ぶ
方
が
多

か
っ
た
。
家
に
帰
る
と
か
ば
ん
を
放
っ
て
、
地

蔵
様
の
広
場
で
遊
ん
だ
。
女
の
子
の
頭
に
土

な
ど
を
あ
げ
て
歌
っ
た
も
ん
だ
。

〝
誰
か
頭
さ　

チ
ン
チ
カ
虫
く
っつい
だ　

取
れ
ね
で
ば
あ
だ
ば
あ
だ
〟

女
の
子
が
慌
て
て
頭
を
触
る
と
土
が
ば
さ
っ

と
落
ち
て
く
る
い
た
ず
ら
だ
。
地
蔵
様
の
中

で
や
っ
た
の
は
、
石
な
ご
、こ
ま
め
と
い
う
遊

び
。
川
か
ら
親
指
の
爪
ぐ
ら
い
の
小
石
を
拾

い
集
め
て
、
手
で
いっ
ぱ
いつ
か
み
、
手
の
甲
の

上
に
あ
げ
る
。
何
個
あ
げ
る
か
、
た
く
さ
ん

上
が
っ
た
方
が
石
を
取
る
。こ
の
遊
び
に
も

唄
が
あ
っ
た
。

〝
一
文
こ　

し
ょ
ん
こ　

し
ょ
う
じ
の

　

お
八
重　

ま
た
も
し
ょ
ん
こ

　

ち
ょ
し
て
か
ぐ
す
て
泣
が
せ
だ
〟

　

昔
の
男や

ろ

こ子
は
み
な「
き
か
な
す
」
で
よ
く

い
た
ず
ら
を
し
た
。
旧
九
月
十
三
日
は
栗

名
月
で
近
所
の
家
で
名
月
様
に
あ
げ
た
栗

を
二
、三
人
で
取
っ
て
食
べ
た
。
代
わ
り
に
石

こ
ろ
な
ど
を
あ
げ
て
お
い
て
、
あ
と
か
ら
来

る
男
子
だ
づ
に
い
た
ず
ら
を
し
か
け
て
お
く

の
も
楽
し
か
っ
た
。

　

女
の
子
は
、い
ろ
い
ろ
な
遊
び
唄
に
合
わ
せ

て
手
ま
り
つ
き
を
し
て
遊
ん
だ
。

〝
て
ん
や
の
餅
は
や
わ
ら
か
い
餅
よ

足
で
ち
ょっ
と
踏
ん
で
ち
ょっ
と
か
ぐ
す
。

見
っ
か
見
え
ね
が　
一
丁
あ
が
り
〟

〝
そ
ど
は
一
ど
ん
ど
ん　

ど
ん
ど
ん
は

二
ど
ん
ど
ん　

ど
ん
ど
ん
は
三
ど
ん

ど
ん（
十
ま
で
つ
づ
く
）一
丁
あ
が
り
〟

唄
を
歌
う
と
、
男
女
仲
良
く
遊
ん
だ
子
ど

も
の
頃
を
思
い
出
す
。

〽
老
人
も 

社
会
わ
た
り
て 

長
い
道

▲子どもたちに手まり唄を教える様子。（昭和
55年頃）

佐吉爺の子
あれこれ
ど

さ きち じい
も遊び

自然豊かなふるさと新庄。昔の子どもたちはこの自然を活かし
さまざまな遊びを見出し、日が暮れるまで野山を駆け回って遊んだ。
現代ではなかなか見られなくなった、爺の子どもの頃の遊びを
季節に合わせて紹介します。 文：伊藤佐吉さん（仁田山）
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